
20 

 

第６章 景観計画区域内の行為の制限に関する事項 

良好な景観の形成に関する方針を踏まえ、景観計画区域および景観形成重点地域におけ

る建築行為等を対象として、その行為の制限を定め、良好な景観形成の誘導を図ります。 

景観計画区域内における各ゾーンの特性に応じた行為制限を定めるとともに、これに基

づきあらかじめ届け出のあった一定規模以上の建築行為等について指導を行います。 

第 1 節 届出の対象となる行為 
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第 2 節 景観形成基準 

建築物の建築をはじめ、開発行為、木竹の伐採等、周囲の景観に影響を及ぼす行為を行

うときに景観上留意すべき事項を「景観形成基準（以下「基準」）」として定めます。 

届出のあった行為については、この基準に基づき、必要な指導を行います。 

ただし、やむを得ず基準を満たすことができない場合、市と協議した上で景観に十分配

慮していることが認められるものについては、この限りではありません。 

また、地区計画が定められている地区（東海道草津宿本陣通り景観形成重点地区を除く）

においては、地区計画の基準に則るものとします。 

景観形成基準 
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「歴史街道軸」「幹線道路軸」における景観形成基準 

市内の特徴ある歴史的街道沿道や、幹線的機能を担う道路沿道について、それぞれ「歴

史街道軸」、「幹線道路軸」として位置づけ、景観形成基準を設けます。 

なお、「歴史街道軸」と「幹線道路軸」が重複して指定される地域については、「幹線道

路軸」の基準を適用します。 

  



50 

 

第７章 景観法に基づくその他の個別方針等 

第 1 節 景観重要建造物または景観重要樹木の指定の方針 

景観重要建造物 

東海道や中山道沿道には、歴史的な町家や蔵等の建築物が残っているほか、琵琶湖周辺

の田園においても農村集落がみられる等、歴史的、文化的価値の高い建築物等が存在し、

良好な景観を形成する上で、重要な役割を果たしています。 

これらの建築物等の保全を図るため、良好な景観形成に重要と認められるものについて、

景観重要建造物として指定を行い、街道の歴史的な景観の保全等を図り、地域の歴史文化

資源を活かした景観づくりを進めます。 

 

景観重要建造物の指定方針 

道路その他の公共の場所から容易に見ることができ、以下の指定方針のいずれかに該当

する建造物について指定を行います。 

指定に当たっては、草津市景観審議会や景観および建築に関する専門家等の意見を聞き、

所有者の同意を得ることとします。 

 

 歴史的・文化的価値を有する建築物 

 歴史的な様式や地域固有の様式を継承する建築物 

 市民に親しまれ、周辺景観のシンボルとなっている建築物 

 東海道、中山道、矢橋道等、歴史的な街道沿いに立地する建築物 
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景観重要樹木 

草津市には、鎮守の森や主要河川における河畔林、街道沿いをはじめとして、樹齢が高

く、樹容の優れた名木が数多く存在し、良好な景観を形成する上で重要な役割を果たして

います。 

これらの樹木の保全を図るため、良好な景観形成に重要と認められるものについて、景

観重要樹木として指定を行い、地域の緑を活かした景観づくりを進めます。 

 

景観重要樹木の指定方針 

道路その他の公共の場所から容易に見ることができ、以下の指定方針のいずれかに該当

する樹木について指定を行います。 

指定に当たっては、草津市景観審議会や景観および樹木に関する専門家等の意見を聞き、

所有者の同意を得ることとします。 

 

 健全で樹形が景観上優れているもの 

 地域固有の自生種で希少品種のもの 

 地域に元来ある樹種で樹齢が高いもの 

 市民に親しまれ、周辺景観のシンボルとなっている樹木 

 健全で学術的、歴史的価値があり、「保護樹木」に指定されている樹木 
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第２節 道路、河川等良好な景観の形成上重要な公共施設(景観重要公共

施設)の整備に関する基本的な事項 

道路や河川、公園等の公共に供する施設は、市域の良好な景観形成をリードする役割を

果たすべきものであり、景観を構成する重要な要素となっています。 

従って、これらのうち、特に重要なものについて景観重要公共施設として指定します。 

 

景観重要公共施設の指定方針 

以下の指定方針のいずれかに該当する公共施設について指定を行います。 

 指定に当たっては、草津市景観審議会からの提言を受けるほか、住民をはじめ、景観

および建築に関する専門家、施設管理者等の関係機関が参画する景観協議会において協議

を行います。 

 

 地域の景観の骨格をなす主要な構成要素となっている公共施設 

 歴史的なまちなみ等との調和が求められる公共施設 

 市民に親しまれ、周辺景観のシンボルとなっている公共施設 
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第３節 屋外広告物に関する行為の制限に関する事項 

屋外広告物の表示・掲出に関する基本事項 

良好な景観の形成を図るため、屋外広告物および屋外広告物を掲出する物件の形態意匠

について、設置に関する行為の制限を定め、周辺の景観に十分配慮するものとします。 

特に草津市においては、自然景観として、空・山・湖がつながる広がりのある風景の保

全を位置づけており、中でも広大な田園については、草津市の景観上、非常に重要な要素

となっています。 

この田園地域については、特に屋外広告物の掲出が多い、田園地域を通る幹線道路沿い

における規制を強化し、落ち着きのある景観の形成を図ります。 

 

屋外広告物の表示および掲出物件の設置に関する行為制限 

屋外広告物について、景観を構成する重要な要素であると位置づけ、良好な景観の形成

を図るため、景観計画区域内において、屋外広告物の表示および掲出物件の設置に関して、

屋外広告物法に基づき、「禁止物件、禁止地域、許可地域、許可基準等」について、本計画

に即したものとして、草津市屋外広告物条例によって定めます。 

 

草津市における屋外広告物の方向性 

草津市の屋外広告物の規制については、これまで運用されてきた「滋賀県屋外広告物条

例」を基本としながら、田園地域を中心に、規制の強化を図っています。 

今後、さらに良好な景観の形成につなげていくため、より厳しい許可基準を設けた幹線

道路を「広告規制型景観形成地区」として設定し、その取組成果について検証・分析を行

う一方、「広告規制型景観形成地区」並みの厳しい許可基準を遵守する広告主に対する誘導

策を設ける等、積極的に屋外広告物の規制・誘導策に取り組みます。そして、これら施策

の取組成果を踏まえ、将来的には厳しい許可基準をもつ「広告規制型景観形成地区」を拡

大させる等、市全域の幹線道路に厳しい許可基準を波及させていくことで、よりよい景観

の形成につなげていきます。 

また、大津市をはじめ、隣接する市との広域景観連携に配慮し、まちなみと調和した屋

外広告物で景観を守り、地域らしさの創造に努めるため、「東海道統一案内看板」の設置等

を進めていきます。 

                

良好な屋外広告物の掲出を促す誘導策 

広告規制型景観形成地区の設定 

田園地域を中心とした規制の強化 
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第４節 広域景観連携における景観形成に関する方針 

広域景観連携の意義 

本市の景観の特徴である、琵琶湖や背景の山並みから構成される雄大な眺望や東海道・

中山道等の旧街道沿いの歴史的な風情のあるまちなみは、市域を超えて広域的に広がるも

のです。 

琵琶湖岸の景観に関しては、湖上や対岸からの視点も考慮して景観形成を図ることが求

められます。 

東海道や中山道等の旧街道は、複数の市域をまたいでつながっており、連続性のある歴

史的な沿道景観の形成が求められます。 

このことから、関係する景観行政団体と連携しながら、一体的な景観形成を図る必要が

あります。 

 

広域景観連携における景観形成の方向性 

●琵琶湖の対岸眺望に配慮した景観形成 

『びわこ東海道景観基本計画』に基づき、大津市と連携しながら、両市が互いを尊重し

自然と調和のとれた対岸景観の保全、「対岸眺望ポイント」を活かした魅力ある対岸景観の

形成を図ります。また、本市から大津市を望む対岸眺望ポイントである烏丸半島および矢

橋帰帆島周辺においても、視点場の近景として、魅力的な景観の保全・形成に努めます。 

さらに、大津市だけでなく、琵琶湖を囲む他の市町とも連携し、一体的に琵琶湖岸の良

好な景観形成を図ります。 

●旧街道沿いの連続的な景観形成 

『びわこ東海道景観基本計画』に基づき、大津市と連携しながら、東海道のつながりを

意識した沿道景観の保全、東海道の魅力を活用した新たな歴史景観の創造を図ります。ま

た、屋外広告物の新たなルールによる魅力ある沿道景観の保全、屋外広告物の魅力による

地域らしさの創造を図ります。 

東海道における屋外広告物に関する取組の一つとして、大津市とともにデザインを統一

した「東海道統一案内看板」の設置の普及を進めています。今後、東海道がつながってい

る他の市町とも連携し、「東海道統一案内看板」の設置を進め、東海道全体で東海道の歴史

やまちの魅力を発信しながら統一性・連続性のある景観形成を図ります。 
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第８章 景観計画の推進 

第１節 市民・事業者・行政による景観づくり 

『「ふるさと草津の心」を育む景観づくり』を進めていくため、市民・事業者・行政が、

景観の重要性について認識し、主体的な景観づくりに取り組む必要があります。 

また、それぞれの主体が、自らの役割を理解した上で、相互に連携しながら景観づくり

を進めていきます。 

※ 市民…「個人」だけでなく、「自治組織」「ボランティア組織」「ＮＰＯ」「各種団体」「学生」等も含みます。 

 

市民の役割 

市民は、自らが景観づくり活動の主体であることを認識し、景観に対する意識を高め、

景観について積極的に学ぶとともに、身近な景観資源（建築物や樹木、公園等）の維持管

理に参画する等、景観づくりに主体的に取り組みます。 

また、身近な美化活動や緑化活動、地域の自治組織、ボランティア組織、ＮＰＯ等が取

り組む景観づくり活動への参加に努めます。 

 

事業者の役割 

事業者は、事業所の建物や事業活動が景観の構成要素であることを認識し、工場や事業

所等について周辺景観への調和を図るため、敷地内や周辺の緑化に努めるとともに、建築

物や屋外広告物のデザインに配慮する等、企業の社会的責任において、良好な景観の形成

に向けて取り組みます。 

また、事業所単位での美化活動や緑化活動、地域の景観づくり活動への参加に努めます。 

 

行政の役割 

行政は、適切に景観行政を推進できる体制を整え、市民や事業者等、景観づくりに取り

組む各主体と連携し、一体となって、良好な景観形成の実現に向け、総合的な景観づくり

を積極的に進めていきます。 

具体的には、景観づくりに関する情報発信やＰＲを行うほか、「まちあるき」や地域の景

観資源探し等、景観に親しみ、学ぶことができるさまざまなイベントや活動を実施し、こ

どもから大人まで、あらゆる世代を対象にした景観教育を進めます。 

また、市民や事業者が取り組む緑化や維持管理等の活動、景観づくりに向けて各主体が

参画する協議、まちなみの保全や活用につながる街道沿いの建物等の改修や、景観づくり

の専門家による助言等、人的・経済的側面からの助成や各主体の景観づくりの取組に対す

る支援を積極的に行っていきます。 

さらに、市民ニーズを的確、かつきめ細やかに把握し、各主体の取組に応じた支援がで

きる仕組みについて、検討を進めていきます。 

ごみの不法投棄や雑草の繁茂による自然景観の阻害を防ぎ、良好な自然景観を保全する

ための施策等を検討します。 

また、良好な景観形成につながる無電柱化等について、施設管理者と連携し、検討を進

めます。  
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第２節 「ふるさと草津の心」を育むための主体的な景観づくり 

『「ふるさと草津の心」を育む景観づくり』は、一人ひとりの身近な取組から始まります。 

小さな景観づくりの行動が波及し、多くの人の活動へとつながることで、自分たちのま

ちに対する誇りが生まれ、「ふるさと草津の心」が育まれていきます。 

 

景観づくりのプロセス 

景観づくりは、身近な景観を意識し、自分が日常でできることから始めます。 

同じ思いを持った人が近所にいれば、協力してできることに取り組んでみます。 

さらに輪を広げて地域ぐるみの活動へと展開していきます。 

地域活動を通して一人ひとりの景観への意識がさらに高まり、まちを愛する心の好循環

を生みます。 

  

自分で 

仲間で 

地域で 

•

•

•

•

•

•

•
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景観づくりの例 

●自分でできる景観づくり 

身近な景観に目を向け、日々の暮らしの中に工夫を取り入れることで、景観づくりにつ

ながることがあります。 

 

Example 

 

 

 

 

 

 

 

 

●仲間でできる景観づくり 

近所の人にも声をかけ、仲間をつくり、一緒にできる景観づくりに取り組みます。周辺

の景観が変化していくと地域の中で景観に関心を持つ人が増えていきます。 

 

Example 

 

 

 

 

 

 

   

東海道統一案内看板 

周辺の景観との調和に配慮した店舗 

周辺の景観との調和に配慮した看板 
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●地域でできる景観づくり 

地域で話し合い、仲間で行ってきた取組を地域ぐるみの活動へと広げます。その活動を

継続していくことで、地域の景観を守ります。こうした地域ぐるみの活動によって形成さ

れる景観は、人々の地域に対する誇りやさらなる景観づくりの意識を育みます。 

Example 

 

 

 

  

 

行政による支援 

行政は、地域において良好な景観の形成を目的として活動する市民・事業者やその団体

に対し、様々な手法で必要な支援を積極的に行っていきます。 

●地域特性に応じた景観づくり活動の支援 

地域の景観資源の掘り起こしや、身近な緑や建築物等の維持管理活動等をはじめとした

地域における主体的な景観づくり活動を支援していきます。 

●景観形成重点地区の取組への支援 

より良好な景観形成をめざす区域を定め、市民・事業者が主体的に景観づくりに取り組

む区域を「景観形成重点地区候補地」として位置づけ、景観形成のルールづくり等を支援

するとともに、「景観形成重点地区」に指定された区域については、当該地区の景観づくり

に取り組む景観形成重点地区協議会等の活動を支援していきます。 

●東海道や中山道における景観づくりへの支援 

東海道や中山道において、歴史的なまちなみの形成や維持のため、市が定める建物の意

匠等の基準に沿った建設や改修等に対し支援していきます。 

 

 

 

 

  

 

  

 
 
 

 

 

サンヤレ踊り 
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第３節 各種制度・施策等の活用や特徴ある景観づくりの推進 

景観法や都市計画法等によって位置づけられている各種制度や施策を活用することで、

良好な景観形成につながる取組を進めていきます。 

 

組織の設立や指定による景観づくりの取組 

●景観協議会の設立による景観づくりの取組（景観法第１５条関係） 

景観協議会は、良好な景観の形成に向けて、市民、事業者（公益事業者含む）、景観整備

機構や景観重要公共施設の管理者、行政等多様な立場の関係者が、景観づくりの合意形成

を行う場として、設けることができる組織です。 

協議内容については、「尊重義務」が発生するので、十分に協議を重ねるとともに、柔軟

な対応により景観づくりを進めていくことができます。 

●景観整備機構の指定による景観づくりの取組（景観法第９２条関係） 

景観重要建造物や景観重要樹木の指定等が行われた場合、これらの資源の適切な管理や

活用を行うことができるＮＰＯ等の民間団体や業界団体について、景観整備機構として指

定する制度があります。指定を受けた団体と行政が相互に連携・協力を図り、良好な景観

形成の取組を進めていくことができます。 

 

地区の指定や独自の基準による景観づくりの取組 

●景観地区の指定による景観づくりの取組（景観法第６１条関係・都市計画法第８条関係） 

都市計画法に定められた地域地区の一つで、景観計画区域内の一団の土地において、地

域住民の合意に基づき、良好な景観の形成を図るため、地域独自の景観形成基準を設ける

ことができます。 

建築物や工作物のデザイン、色彩、高さ等地域の景観について総合的な規制・誘導を行

うことで、景観づくりに取り組むことができます。 

●景観協定の締結による景観づくりの取組（景観法第８１条関係） 

景観計画区域の一団の土地について、良好な景観の形成を図るため、土地所有者等全員

の合意形成に基づき、当該地区における自主的な景観づくりのルールを定めることができ

る制度です。 

地域の実情に応じて、きめ細やかで幅広いルールづくりが可能で、景観地区の指定のた

めの住民合意を得る制度として活用していくことができます。 

●地区計画の活用による景観づくりの取組（都市計画法第１２条関係） 

地区計画とは、都市計画法に定められた制度で、一定区域の整備、開発、保全のための

計画となっており、当該地区の建築物等について、建物の用途や最低敷地面積、デザイン、

色彩、高さ等、独自の基準を設定することで、景観づくりに取り組むことができます。 
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景観計画の運用における取組 

●草津市景観形成ガイドラインの策定による景観計画の円滑な推進 

草津市景観形成ガイドラインとは、草津市景観計画を円滑に進めていくための指針を示

すものであり、建築物等の建設の際、良好な景観づくりのために配慮すべき事項をとりま

とめたものです。 

市民・事業者にとって、わかりやすい内容にまとめ、景観計画に定める景観基準を遵守

してもらうため、積極的に活用していきます。 

●草津市景観アドバイザーの活用 

草津市景観アドバイザーとは、草津市景観計画区域内における建築行為の制限に関する

ことや行為の届出内容に関すること、また、公共事業のうち景観の形成に配慮が求められ

る事項に関すること等に対し、助言を行う専門家です。 

市民・事業者からの建築行為の制限や行為の届出内容に関する相談等に対し、必要に応

じてアドバイザーの利用を促し、適切な景観規制の誘導を図るとともに、公共施設の建設

においても積極的にアドバイザーの意見を聴き、良好な景観づくりを先導的に進めます。 

●住民提案制度による景観計画の変更（景観法第 11 条関係） 

一定規模以上の一団の土地の区域において、当該土地の所有者等は景観計画の変更を提

案することができます。提案があった場合、必要と判断すれば景観計画を変更し、より良

好な景観形成を図ります。 

 

その他景観づくりの取組 

●空き家の適正管理による景観づくりの取組 
（空家等対策の推進に関する特別措置法第１３条、第２２条関係） 

市では『空家等対策の推進に関する特別措置法』に基づき「草津市空き家等対策計画」

を策定し、空き家の発生抑制や適正管理、利活用の促進等を進めています。 

特に景観に悪影響を及ぼす管理不全な空き家については、所有者等に対して除却、修繕、

不要樹木の伐採等の必要な措置をとるよう指導等することにより、地域の良好な景観を維

持していきます。 
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第４節 SDGs の推進による持続可能な景観づくり 

平成 27 年に国連サミットにおいて、SDGs（持続可能な開発目標）が採択され、経済、

社会、環境の三側面の調和の下で、持続可能な開発を達成する社会を構築する必要性が高

まっています。 

本計画では、「11.住み続けられるまちづくりを」「14.海の豊かさを守ろう」「15.陸の豊

かさも守ろう」「17.パートナーシップで目標を達成しよう」を関連目標として掲げ、

SDGs の理念に基づき、持続可能な景観づくりの実現を目指した取組を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５節 計画の推進体制 

本計画を円滑に推進し、良好な景観の形成を図るためには、景観づくりの主体である市

民や事業者、行政の連携や協力が不可欠となります。 

また、景観づくりに必要な事項について総合的に審議を行う草津市景観審議会や、市民、

事業者、行政等が組織する景観協議会、さらには広域的な景観づくりに関連して、県や近

隣自治体等の関係機関と連携した計画推進体制の構築を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

届出・相談 

支援・助言・広報 

諮問 

意見聴取 

連携 

連携 連携 

答申 
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第６節 計画の見直し 

美しい自然や歴史的な建築物等、先人から受け継いだ景観資源の保全が求められている

一方、現在の景観は、わたしたちの日々の営みにより、変化を続けています。 

今後、社会経済情勢の大きな変動も予想される中、景観づくりの取組についても、柔軟

に対応していくことが求められます。 

従って、今後の時代潮流や市民のライフスタイル、価値観等の変化に応じ、次のような

タイミングで計画の見直しを行う必要があります。 

●地域の景観づくりが進展したとき 

・地域において、市民・事業者による積極的な景観づくりが進められ、景観形成重点地

区の指定や景観重要建造物、景観重要樹木の指定が必要になったとき 

・景観重要公共施設の整備を進めるとき 

●上位計画・関連計画の見直しを行ったとき 

・草津市の総合計画や都市計画マスタープラン等、本計画と密接に関連する計画の見直

しを行ったとき 

●景観を取り巻く社会情勢の変化による新たな課題が生じたとき 

・近年普及しつつあるデジタルサイネージをはじめとする新たな技術を利用した景観へ

の対応や、夜間景観の形成に向けた取組等、計画の見直しが必要になったとき 

なお、計画の見直しや景観を守るためのルール作りの際には、必要に応じて地域での話

合いの場を設ける等、地域と一体となった取組を行うことで、良好な景観づくりに対する

主体性・積極性を育みます。 
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自分で 
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地域で 
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令和５年度 5 月 24 日 令和５年度 第 1 回景観審議会 

 7 月 4 日 景観審議会 諮問 

 7 月 14 日 第 1 回専門部会 

 ８月８日 令和５年度 第 2 回景観審議会 

 8 月 30 日～9 月 29 日 市民アンケート調査 

 11 月 20 日 第 2 回専門部会 

 12 月 26 日 令和５年度 第３回景観審議会 

 1 月 16 日 第 3 回専門部会 

 1 月 31 日 令和５年度 第４回景観審議会 

令和 6 年度 5 月 30 日 第 4 回専門部会 

 6 月 24 日 第 5 回専門部会 

 7 月 29 日 令和 6 年度 第 1 回景観審議会 

 7 月 31 日 都市計画審議会 

 8 月 23 日 第 6 回専門部会 

 

9 月 13 日 令和 6 年度 第 2 回景観審議会 

12 月 19 日 景観審議会 答申 

1２月２５日～1 月２４日 パブリックコメント 
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参考ʷ２ 草津市景観審議会 委員名簿 

令和５年度 

氏名 所属・役職 

秋山 元秀 ★ 滋賀短期大学 学長 

壽崎 かすみ★ 龍谷大学 国際学部 准教授 

村上 修一 ★ 滋賀県立大学 環境科学部 教授 

西尾 幸子 成安造形大学 芸術学部 准教授 

森川 稔 認定特定非営利活動法人しが NPO センター 理事 

福山 聖子 画家 

上田 理子 ★ 公益社団法人滋賀県不動産鑑定士協会 理事 

千葉 薫  ★ 公益社団法人滋賀県建築士会 常務理事 

内記 雅明 ★ 滋賀県広告美術協同組合 

大西 順一郎 草津商工会議所 

黒澤 伸行 ★ 滋賀県土木交通部 技監 

奥村 久史  草津学区ひと・まちいきいき協議会 会長 

関根 峰子 市民公募 

立石 広子  市民公募 

横江 聡子 市民公募 

令和６年度 

氏名 所属・役職 

秋山 元秀 ★ 滋賀短期大学 学長 

壽崎 かすみ★ 龍谷大学 国際学部 准教授 

村上 修一 ★ 滋賀県立大学 環境科学部 教授 

西尾 幸子 成安造形大学 空間デザイン領域 准教授 

森川 稔 認定特定非営利活動法人しが NPO センター 理事 

福山 聖子 画家 

上田 理子 ★ 公益社団法人滋賀県不動産鑑定士協会 理事 

千葉 薫  ★ 公益社団法人滋賀県建築士会 専務理事 

内記 雅明 ★ 滋賀県広告美術協同組合 

金澤 圭真 草津商工会議所 

北村 智顕 ★ 滋賀県土木交通部技監 

奥村 久史 草津学区ひと・まちいきいき協議会 会長 

鞍野 英子 市民公募 

関根 峰子 市民公募 

横江 聡子 市民公募 

   ★：草津市景観計画改定専門部会委員 
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